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【対象者】　①または②に該当する人
①昭和 45年生まれの人
②昭和 47年３月 31日までに生まれた人で、次のいず
　れかに該当する人
○過去に肝機能異常を指摘された人
○広範な外科的手術を受けたことのある人
○妊娠、分娩時に多量に出血したことのある人
○特定健康診査で、GTP値により要指導とされた人
※対象者に該当する人でも、以前に肝炎ウイルス検査を
　受けたことが確実である場合や、過去に B型・C型
　肝炎治療を受けたことがある人は対象から除きます。
【実施期間】　８月１日㈪～ 12月 31日㈯
※医療機関の診療日時による。
【実施場所】　市内指定医療機関
【実施方法】　直接、医療機関で受診してください。
【実施内容】　問診、B型・C型肝炎ウイルス検査

【受診負担金】
　1,200 円（各医療機関窓口でお支払いください。）
※ただし、① 70 歳以上の人（昭和 17 年３月 31 日ま
　でに生まれた人 )② 65歳以上で一定の障がいがあり、
　後期高齢者医療被保険者証をお持ちの人③生活保護受
　給証明持参の人は無料
【注意事項】　　
○肝炎検査は、Ｂ型・Ｃ型肝炎をあわせて実施します。
　どちらか片方だけの検診はできません。
○検診日前日の暴飲・暴食は避けてください。
【問い合わせ】
　健康推進課　☎ 22-9653　℻   26-0151
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保健所では、左記対象者以外の人の検診もしています
のでお問い合わせください。
【問い合わせ】
　三重県伊賀保健福祉事務所　☎ 24-8070

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
アクアクリニック伊賀 ☎21-6500 佐々木内科 ☎21-3100 宮本医院 ☎21-4719
浅野整形外科内科 ☎36-2550 佐那具医院 ☎23-3330 森川病院 ☎21-2425
あずまクリニック ☎26-0333 嶋地医院 ☎37-0114 森田クリニック ☎22-2233
新医院 ☎21-3381 しみずハートクリニック ☎21-4528 ゆめが丘クリニック ☎26-0100
上野総合市民病院
伊賀市健診センター ☎24-1186 滝井医院 ☎23-1111 吉村クリニック ☎22-2121

竹沢内科歯科医院 ☎23-5553 紀平医院 ☎45-5470
伊藤医院 ☎24-4700 竹代クリニック ☎22-2300 まちしクリニック ☎45-7788
猪木内科医院 ☎21-8288 中産婦人科

緑ヶ丘クリニック ☎21-5678 河合診療所 ☎43-1511
上野こどもクリニック ☎23-8558 あずま診療所 ☎46-9977
馬岡医院 ☎21-3005 ひらい小児科クリニック ☎21-3101 阿波診療所 ☎48-0004
大西医院 ☎21-0219 広瀬医院 ☎21-1383 竹沢医院 ☎59-2019
岡波総合病院
（健康管理センター） ☎24-2555 松本胃腸内科 ☎26-3750 川原田内科 ☎52-0500

みずたにクリニック ☎21-8585 黒田クリニック ☎52-2099

～子宮頸がん予防ワクチンの供給再開について～
　子宮頸がん予防ワクチンは、ワクチンの供給量が十分でなかったことから、当分の間、初回の接種対象者へ
の接種を差し控えていましたが、その後、供給量の確保により、６月 10日から高校２年生相当の人への接種
を再開してきたところです。この度、厚生労働省よりさらなる供給量の確保ができたとの通知がありましたので、
７月 10日より順次、高校１年生相当の人にも接種を再開します。接種を希望する人は医療機関にお問い合わ
せの上、予約して接種してください。なお、中学１年生相当の人から中学３年生相当の人については、必要な
供給量の確保ができた段階で、接種再開について改めてお知らせします。
【問い合わせ】　健康推進課　☎ 22-9653　℻   26-0151
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　都市計画審議会をより公正に運営し、透明
性を向上させ、また広く市民の皆さんから意
見をいただくため、委員を募集します。
【募集人数】　２人以内
【応募資格】
○市内在住の満 20 歳以上 70 歳未満で、市
　議会議員および市職員でない人
○年３回程度（原則、平日の昼間、２～３時
　間程度）の審議会に参加できる人
【任　期】　委嘱の日から２年間
【応募方法】
　都市計画審議会委員への「応募の動機」を
800 字以内にまとめ、住所・氏名・年齢・性別・
電話番号を記入の上、郵送・FAX・Ｅメール・
持参のいずれかで提出してください。
【応募期限】　
　７月 29日㈮必着　
※Ｅメールの場合は午後５時受信分まで。
【応募先・問い合わせ】
　〒 518-1395
　伊賀市馬場 1128 番地
　伊賀市産業建設部都市計画課
　☎ 43-2314　℻   43-2317　　
　　tokei@city.iga.lg.jp

【対象者】　小学生以上で、市内在住・在勤・在学の人
【募集作品】　人権問題（同和・女性・子ども・障がい者・外
国人などに関する問題）に関わって、日常生活の中で体験し
たことや感じたこと、あるいは、差別をなくしていくための
意見や方法などを表現したもの
※作品は１人１点、未発表のものに限ります。
≪作　文≫　400字詰め原稿用紙に縦書きで５枚以内
≪ポスター≫
　厚手の四つ切り画用紙を用い、作品に込めた作者の思いや
意図を記した「私の思い」を添付。
≪標　語≫　所定の応募用紙に記入
【応募方法】　人権政策・男女共同参画課・各支所住民福祉課に
設置の応募用紙に必要事項を記入の上、作品とあわせて提出
してください。応募用紙は市ホームページからもダウンロー
ドできます。
【応募期間】　９月１日㈭～ 30日㈮必着
【審査・発表】　主催者で審査を行い、入賞者には 10月下旬
に連絡します。
【その他】　応募作品は、今後の人権啓発に活用させていただ
きます。
【応募先・問い合わせ】
　人権政策・男女共同参画課
　☎ 22-9631　℻   22-9649　
　各支所住民福祉課

　都市計画審議会をより公正に運営し、透明

都市計画審議会委員を
募集します 人権作品募集

　今年は福島第一原子力発電所の事故や浜岡原子力発
電所の停止のため、全国的に電力の供給不足が懸念さ
れています。夏場はエアコンの使用により、電力需要
が高まりますので、各家庭での節電対策が必要です。
特に昼間の暑い時間帯は、最も電気の使用が増えます
ので、節電に心がけることが重要です。節電のため、
次のことを心掛けましょう。

　市では、「あき地の雑草等除去に関する条例」に基
づき、管理不十分な土地所有者などに雑草除去などの
指導を行っています。その際、土地所有者などから「遠
方ですぐに対応できない。」「高齢で草刈ができない。」
などの理由で草刈事業者の紹介依頼が多数あります。
　そのため、草刈事業者名簿作成を予定しており、そ
の名簿への登録事業者を募集します。
【応募資格】　
　市内に事務所があり、過去３年間で市または自治会
などの草刈業務の受託実績がある法人
【応募期間】　７月 15日㈮～８月 19日㈮
【応募方法】　
　応募用紙に記入の上、必要書類を添えて郵送または
持参で提出してください。なお、応募用紙は環境政策
課・各支所住民福祉課に設置しています。
※必要書類についてはお問い合わせください。
【応募先・問い合わせ】
　〒 518-1155　伊賀市治田 3547-11
　伊賀市人権生活環境部環境政策課
　☎ 20-9105

節電にご協力
お願いします

草刈事業者を
募集します

○冷房時の室温は 28℃を目安に
　する。
○エアコンのフィルターをこま
　めに掃除する。
○テレビを見ないときは消す。
○冷蔵庫にものを詰め込みすぎ
　ない。また、無駄な開閉はし
　ない。
○照明器具は必要なときだけ使
　う。また、LEDに取り替える。
※資源エネルギーセンター・家
　庭の省エネ大辞典から抜粋


